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会務報告  Reports of the JSL Activities 
 

  
日本地衣学会評議員会（2019年７月 13日）議事録 
Report of the JSL Councilors’ Meeting at Osaka, 13 July 2019 / by NAKASHIMA Hiroyuki 

>>>>>>> 中嶌 裕之：庶務幹事 

 

日時：2019（令和元）年７月 13 日（土）午前 10

時 00 分～12 時 00 分 

会場：大阪府立大学・I-site なんば S3 セミナールーム 

参加者：（議長）木下 靖浩，（評議員）木下 薫，河

原 秀久，坂東 誠，坂田 歩美，川又 明徳（委任），

（会長）原田 浩，（役員）中嶌 裕之，川上 寛子，

（編集委員長）小峰 正史 

 

I. 2018 年度事業報告 

１. 会員数．2019 年 7 月 13 日現在 177 名（一般

122，学生 12，海外一般 25，海外学生 7，有功 

1，団体 2，名誉 8）で昨年より 10 名ほど増加し

た． 

会費未納入者への請求方法について議論され，今

後検討することとした． 

2. 以下の報告が承認された． 

（1）主催大会，観察会 

 ①日本地衣学会第 17 回大会が，坂井広人氏（栃木

県立博物館）を大会委員長として，栃木県立博物

館（宇都宮市）にて 9 月 1 日〜2 日に開催された

（参加者 40 名，講演等：一般講演 13 題，公開

講演「雲南の地衣類」（原田浩氏））．懇親会は

栃木県立博物館レストランで開催され 24 名が参

加した． 

 ②第 17 回学会主催観察会が佐賀県西松浦郡有田町

黒髪山及び竜門峡にて，9 月 15 日〜16 日に実施

された（参加者７名）． 

（2）学会誌等の刊行 
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 ①学会誌 Lichenology 第 17 巻 1 号（2018 年 7

月 30 日），2 号（2018 年 12 月 30 日）が発

行された． 

 ②日本地衣学会ニュースレター 150 号が 10 月９

日に，151 号が 12 月 14 日にそれぞれホームペ

ージで公開された．また，150・151 号合冊版が

オンデマンド印刷により 12 月 14 日に発行され

た． 

（3）委員会の活動 

 ①地域活性化委員会：第 14 回秋田ワークショップ

が，秋田県立大学で 8 月 7 日〜9 日に開催された

（参加者６名）．今年度青空地衣教室は未開催で

あった． 

 ②学術交流委員会 

  ・自然史学会連合対応．平成 30 年度自然史学会

連合講演会が富山市立自然史博物館（10 月 29

日）で開催された．12 月の総会に坂田歩美氏が

出席した．分担金 20,000 円を支払った． 

  ・日本分類学会連合対応．第 17 回公開シンポジ

ウム「分類学に関わる法律および新しい情報収

集ツール」（国立科学博物館上野本館，1 月 6

日）及び総会に原田浩会長，木下薫氏が出席し

た．分担金 10,000 円を支払う予定である． 

  ・菌学会については原光二郎氏に対応してもらう

こととした．その他学会については，日本地衣

学会会員の中で各学会への参加者に対応を依頼

する予定である．  

 ③ホームページ運営委員会：特に報告なし． 

 ④国際学会対応委員会：原光二郎氏に対応してもら

うこととした． 

 ⑤日本の地衣フロラ解明プロジェクト：フロラ調査

等，長野県大町市の地衣植生について「NPO 地域

づくり工房」（代表：傘木 宏夫）から調査・観察

等の依頼があり，原田浩委員長が対応した． 

 

Ⅱ. 2018 年度決算報告・監査報告 

報告は承認された． 

 

Ⅲ. 入・退会承認 

入会および退会者について承認された． 

 

Ⅳ. 2019 年度事業計画 

１. 主催大会，観察会  

（1）日本地衣学会第 18 回大会（大阪）が古田雅一大

会実行委員長（大阪府立大学）によって，７月 13

日～14 日に開催． 

（2）第 18 回学会主催観察会が，湯の丸高原（長野県

東御市）にて 10 月 19 日～20 日に実施予定． 

２. 印刷物発行 

（1）学会誌 Lichenology（編集委員会）：第 18 巻 1

号（７月予定），2 号（12 月予定） 

（2）日本地衣学会ニュースレター（ニュースレター編

集委員会）：ホームページで逐次公開（坂東誠）．

委員長を川上寛子氏から坂東誠氏に交代． 

３. 委員会報告 

（1）地域活性化委員会（川又明徳委員長） 

・第 42 回青空地衣教室の開催は未定． 

・第 15 回秋田ワークショップが，秋田県立大学に

て 8 月 8 日～11 日に開催予定． 

（2）学術交流委員会 

・自然史学会連合：分担金 20,000 円支払う予定． 

・日本分類学会連合：１月開催のシンポジウム及び

総会に出席（小杉真貴子氏（会長代理），坂田歩美

氏）を予定．また，分担金 10,000 円を支払う予

定． 

・その他：菌学会は，原光二郎氏に対応依頼．植物
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学会等への対応については事務局で検討． 

（3）ホームページ運営委員会（原光二郎委員長） 

（4）国際学会対応委員会 

担当を検討中． 

（5）日本の地衣フロラ解明プロジェクト：昨年度に引

き続き「NPO 地域づくり工房」から，長野県大町

市の地衣植生についての調査に関する協力依頼の

打診があった．原田浩委員長が対応する予定． 

 

Ⅴ. 2019 年度予算案 

 本予算案は承認された． 

 

Ⅵ. 審議事項 

１. 学生発表賞について 

 学生発表 B 賞．小竹ひとみ氏（東京理科大），Ji-Ho 

Yang 氏（Korean Lichen Research Institute, 

Sunchon National University）にそれぞれ授与す

ることが報告された． 

２. 各委員会等の課題等について 

・Lichenology 寄贈先の追加について（庶務幹事） 

Dr. Gothamie Weerakoon (The lichen curator 

at the Natural History Museum) への寄贈につ

いて，Dr. O. W. Purvisからの推薦の手紙が届いた．

これに対し，対象の冊子，送付先とその意向等につ

いて詳細を確認し，対応することとした． 

３. 来年度以降の大会，観察会について 

日本地衣学会第 19 回大会開催について場所および

日程を下記の要領で検討中であることが報告された． 

・会期：８月 29・30 日または９月５・６日 

 ・会場：愛媛県総合科学博物館 

 ・大会準備委員長：川又 明徳（地域活性化委員会委

員長，中国・四国地域） 

４. 次期会長及び評議員選挙について 

 実施日程（参考） 

 ７月 選挙管理委員会の設置（委員長，委員の指名：

会長） 

  委員長：坂田 歩美，委員：木下 靖浩，その他は

今後検討 

 ７～８月 最新名簿，会長立候補用紙送付（事務局） 

 ８月末日 会長立候補受付締切（委員会） 

 ９月上旬 会長選挙投票用紙の送付（事務局） 

 ９月下旬 会長選挙投票締切，翌日開票（委員会） 

 10 月末日 幹事，編集委員長の指名（次期会長） 

 11 月上旬 評議員選挙投票用紙の送付（事務局） 

 11 月下旬 評議員選挙投票締切，翌日開票（委員会） 

 12 月末日 追加評議員，議長，監事選出（次期評議

員会） 

――――――― 

 
日本地衣学会第 18回大会総会（2019年７月 13日，大阪）報告 
Report of the General meeting at 18th Annual Meeting of the Japanese Society for Lichenology (Osaka, 13 July 

2019) / by NAKASHIMA Hiroyuki 

>>>>>>> 中嶌 裕之：庶務幹事 

 

日本地衣学会第 18 回大会総会を 2019 年７月 13

日，大阪府立大学・I-site なんばにて開催いたしました． 

原田浩会長より挨拶があり，引き続き中嶌裕之庶務

幹事が当日午前中に開催された評議員会での報告事項，
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審議事項，承認事項について，また川上寛子会計幹事

が 2018 年度決算報告・監査報告並びに 2019 年度

予算案について，それぞれ報告いたしました． 

会費未納入者への請求対応方法について質問があり，

評議員会でも議論されたことを報告の上，今後検討す

ると回答しました． 

以上，皆様のご協力を得まして，滞りなく総会を終

了することができました． 

お知らせ  News and Announcements 
 

  
訂正 
Errata / by BANDO Makoto 

>>>>>>> 坂東 誠：ニュースレター編集委員長 

 

ニュースレターNo.152・No.153・No.154 の各最

終頁の奧付に一部誤りがございました．いずれも奥付

中の発行日表示に同じ誤りがございましたので，以下

のように訂正いたします． 

誤）2019 月 

正）2019 年 

読者の皆様ならびに関係者の皆様にご迷惑をおかけ

しましたこと，深くお詫び申し上げます．  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
 

◆原稿募集 
本誌は，会員からの原稿を随時募集しています．地衣類に

まつわるエピソード，想い出，あるいは地衣類に関係する

写真とタイトル，簡単な説明文だけでも受け付けます．電

子メールにて次のアドレス宛に投稿御願いします： 

bandomakoto@aa6.mopera.ne.jp （坂東 誠） 
 
●複写される方へ 
本誌に掲載された著作物を複写したい方は，(社)日本複写権

センターと包括複写許諾契約を締結されている企業の従業

員以外は，図書館も著作権者から複写権等の行使の委託を

受けている次の団体からの許諾を受けてください．著作物

の転載・翻訳のような複写以外の許諾は，直接本会へご連

絡ください． 

〒107-0052 東京都港区赤坂9-6-41 乃木坂ビル 学

術著作権協会.   

Tel: 03-3475-5618.  Fax: 03-3475-5619.  E-mail: 

naka-atsu@muj.biglobe.ne.jp 

アメリカ合衆国における複写については，次に連絡して

ください． 
Copyright Clearance Center, Inc.  222 Rosewood 
Drive, Danvers, MA 01923 USA.   
Phone: (978) 750-8400.  Fax: (978) 750-4744 

 

●Notice about photocopying 
In order to photocopy any work from this publication, you or 

your organization must obtain permission from the following 

organization which has been delegated for copyright for 

clearance by the Japanese Society for Lichenology. 

Except in the U.S.A.:  Japan Academic Association for 
Copyright Clearance (JAACC).            
6-41 Akasaka 9-chome, Minato-ku, Tokyo 107-0052 
Japan.  Tel: 81-3-3475-5618.  Fax: 81-3-3475-5619.  
E-mail: naka-atsu@muj.biglobe.ne.jp 

In the U.S.A.:  Copyright Clearance Center, Inc.  222 
Rosewood Drive, Danvers, MA 01923 USA.  Phone: 
(978) 750-8400.  Fax: (978) 750-4744. 
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no. 156, pp. 607–610: eds. Bando M., Kawasaki E., 
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